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県労福協定時社員総会の開会
　稲垣副理事長の開会の辞で始まり、大会成立を確認後、
議長に富士地区労福協選出の入口事務局長が選出され、
総会の議事を進めていただきました。
　県労福協を代表して池冨理事長より昨今の情勢に触れ
た後、中央労福協 故 笹森元会長の言葉「同質の協力は和
にしかならないが、異質のものの協働は積になる」を紹介
し、労福協が、安心して暮らせる社会実現のため、様々な
団体と連携を高め、世代の垣根を超えた活動の橋渡し役
を担っていく必要がありことにも触れて、挨拶がされま
した。（次ページ参照）
　来賓として、静岡県経済産業部 就業支援局 労働雇用政
策課 八木貴美 課長様、連合静岡 中西清文 会長樣から祝
辞を戴きました。
報告事項　2022年度活動報告、2023年度活動方
針並びに収支予算について
　鈴木専務理事から2022年度活動報告として地域・地区
労福協への支援、静岡県への行政要望、福祉事業団体の連
絡・調整機能についての報告が行われました。
　2023年度活動方針では県・地域・地区活動の充実にむけ
て地区労福協とNPOの連携支援にむけた活動と中央労福
協2030年ビジョン周知を図っていく活動方針などの報告
がありました。
第1号議案　2022年度決算報告並びに監査報告
　鈴木専務理事からの決算報告、永井新次監事から監査
報告があり、満場一致で承認されました。
第2号議案　役員改選（案）
　本年は役員改選期であり、角山副理事長（役員選考委員
長）から役員改選議案審議の提案があり、新役員体制につ
いて満場一致で承認されました。
スローガンの確認
　入口議長からスローガンが読み上げられ、参加者全員
の拍手をもって確認しました。
閉会
　鈴木副理事長より閉会にあたり、台風2号の被害にあわ
れた方へのお見舞い・お悔やみの挨拶の後、退任される役
員の方々への功績に対する謝辞と今後の活躍への激励の

の挨拶がされました。加えて、新体制での始動となり来年
60周年を迎えるにあたり、活動方針の取り組みをあらた
めて確認し、定時社員総会は無事、終了しました。
（当日の進行写真などは県労福協ＨＰ「お知らせ」トピッ
クス6月8日で掲載しています。）
理事長など三役の互選結果報告
　新体制での理事・監事による理事会で別表の役員体制
を確認し、角山副理事長より参加者に報告がされました。
新旧役員挨拶
　本総会を交代される新旧役員の方々から挨拶を受けま
した。
　定時社員総会終了後は、「協同組合大会」を開催し、世代
を超え、地域でのNPO団体などと連携して新たな労福協
活動の可能性について静岡大学 日詰一幸学長より講演
が行われました。

静岡県労福協 第61回 定時社員総会を開催
メインスローガン

すべての働く人の幸せと豊かさをめざして、連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！
　本年の定時社員総会は4年ぶりの集合対面形式での社員総会の開催となりました。
　代議員32名が参加して、総会は盛会のうちに恙なく幕を閉じました。 新年度を新理事長のもと新体制でス
タートしました。

第61回定時社員総会 池冨理事長開会挨拶（要約）第61回定時社員総会 池冨理事長開会挨拶（要約）
～同質の協力は和にしかならないが、異質のものの協働は積になる～

　県下各地からご参集のみなさま、お疲れ様です。4年ぶりの参集型の開催になりました。ご参加ありがとうござ
います。また、本日は静岡県から八木課長、連合静岡から中西会長がご来賓としてお越しいただきました。お忙し
い中、ありがとうございます。後ほど、ご挨拶を頂戴いたします。宜しくお願いします。ご参加いただきまして誠に
ありがとうございます。
　はじめに、6月2日に活発な梅雨前線と台風2号の影響で県内全域に激しい雨が降り、各地で大きな被害が発生い
たしました。お亡くなりになりました方のご冥福と被災された皆様にお見舞い申し上げます。昨年9月の台風15号
以来2例目となる線状降水帯発生発表です。一昨年7月の熱海市伊豆山土石流災害から、毎年の自然災害に日ごろ
の準備と、迅速な避難で自分の安全確保をし、命を守る行動をしなければなりません。
　さて、新型コロナ感染症対策は、３月にマスクの自由化が始まり、5月8日から第5類化扱いになりました。今大会

もそれを受けての開催となりますのでご理解、ご協力お願いをいたします。
　2003年連合は、連合評価委員会の最終報告で、「外部の人が連合を見た場合、労働組合の運動も活動も国民の眼にははっきり見えていない。
労働組合は、雇用の安定している労働者や大企業で働く男性社員の利益のみを代弁しているようで、労働組合運動が国民の共感を呼ぶ運動に
なっているのか？という疑問を強く抱かざるを得ない。働く国民・生活者の利害を代表する組織に名実ともになり、国民が連帯できる組織に
なるために、労働組合が思い切った変身を遂げる必要がある。」との答申が出されました。
　それを受け連合は、地域に根差した顔の見える活動として、連合の地域協議会の強化・再編と連動した「ライフサポート」事業を自主福祉団
体と共に立ち上げました。自主福祉団体・連合・NPO・退職者のネットワークや、地域住民も対象とした生活上の問題をワンストップで解決す
ることを目指しました。
　さらに労働者自主福祉団体は、2009年に国民の共感を得られる社会運動と政策実現のため「連帯と協同でつくる安心・共生の福祉社会」の
具現化、実践化を目標に「労働運動・労働者自主福祉運動の連携による共同事業の利用促進・共助拡大に取り組みました。
「貸金業法改正」や「割賦販売法改正」の運動は、それまであまり付き合いのなかった弁護士・司法書士、消費者団体・ＮＰＯ市民団体などと労働
組合が連携した結果、全国で341万筆もの署名が集まり、党派を超えて国会議員への理解を広げ、政治を動かし法案成立に至りました。
これは、様々な運動スタイルや価値観・文化を持った方たちとのネットワークができたこと、目標を共有し、一緒に運動を進めたことによって
実現したものです。
　「同質の協力は和にしかならないが、異質のものの協働は積になる」今は亡き中央労福協笹森清 元会長の言葉です。労働者のニーズが多様
化している現代においては、それぞれの組織が単独・自前でサービスメニューをそろえることは困難です。これからは、それぞれの持つ資源や
ノウハウを有効に活用しながら、ネットワーク型で協力していくことが必要です。労福協は、すべての働く人とその家族の幸せ実現のため、労
働組合と労働者自主福祉団体、協同組合間の連携を高め、労働者福祉の総合力を発揮していくための橋渡し役として役割を担っています。
静岡での取り組みを二つ紹介します。ひとつは、フードバンクふじのくにの活動です。2014年に結成。来年5月に10周年を迎えます。コロナ禍
の生活困窮者支援に大きく寄与することができ、社会にも広く認知され、多くの方にフードバンクの運動「もったいないをありがとうへ」に共
感を得て活動することができています。
　もうひとつは、昨年から挑戦しています「つながる仲間ミーティング」です。NPO、労福協、労働組合、福祉事業団体の「組織」、「世代」を超え
て、それぞれの活動を知ることから始め、お互いが協力できることは何か、地域の課題、困っていることなども意見交換しています。NPOの中
間支援団体の方を中心に「ワーク」が進められ今後何が、どう活動できるか「ワクワク」しているひとりです。
この二つの事例は、連合評価委員会最終報告、そして中央労福協 笹森清 元会長の「同質の協力は和にしかならないが、異質のものの協働は積
になる」が原点の活動です。
　労福協が目指す、「2030年ビジョン」にありますように、労福協、労働団体、福祉事業団体、そして地域のNPOの皆さんと「福祉はひとつ」のこ
ころで地域が支え合い、助け合って、地域課題に取り組む仲間のネットワークを作ってまいりましょう。
結びに、私は今社員総会で退任いたしますが、新役員の元2023年度活動方針、2030年ビジョンが皆さんの運動で、静岡県下で花咲き、大きな、
大きな実がなりますことをご祈念申し上げます。4年ぶりの代議員、役員、傍聴者、全員参加の社員総会です。活発な討議をどうぞよろしくお
願いします。
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「ハートでつながるたすけあい」 
第 6回静岡県労働者自主福祉運動・協同組合大会

　静岡県労福協定時社員総会後に「第 6 回静岡県労働者自主
福祉運動・協同組合大会」が開催されました。「つながる労
福協運動」と題して、昨年本県で開催した中央労福協全国研
究集会「” TUNAGARI” 世代を超えて」をテーマにした Z
世代と言われる若い世代の方たちの特性と今後、労福協活動
が地域で活動している NPO 団体と連携し、更に地域社会で
貢献できる可能性などについて、静岡大学日詰学長を招いて
講演会を行いました。
　現在すでに、県内 4地区の労福協で「つながる仲間ミーティ
ング」として地元 NPO 団体と連携している活動事例なども
紹介されました。
　今後の労福協活動の可能性を学び、考える機会となりまし
た。すべての世代にとって共通な関心ごとである SDGs 17
のゴールにむけた取組みの可能性と期待を抱く機会となりま
した。
　静岡県労福協 60 周年を来年 11 月に迎えます。若い世代・
地域で活動している NPO 団体とともに SDGs、中央労福協
2030 年ビジョン達成にむけて再確認するきっかけとなった
大会になりました。

「生活困窮者に関わる
セーフティネット及び支援対策の実態と課題」

公開研究会／開催報告
　去る 3 月 20 日、福祉基金協会・ロッキーセンターにて、
公開研究会を開催しました。本研究会は、2022 ～ 2023 年度
の 2か年にわたる調査研究（テーマ「生活困窮者に関わるセー
フティネット及び支援対策の実態と課題」）の中間報告会に
位置付けられるものです。
　第 1 部ではこれまでの調査研究の経過が報告され、続く第
2 部では中央大学の宮本太郎教授による基調講演が行われま
した。宮本教授は、近年、日本社会において「新たな生活困
窮層」が着実に増加し、様々な形の支援の必要性が高まって
いることをデータや事例を基に指摘されました。また講演の
中で静岡ろうきんが 2023年度より事業を開始する『（一財）静
岡ろうきん子ども未来財団』にも触れ、新たなセーフティネッ
トとして大きな期待を寄せているとのコメントもありました。
　基調講演の後は、フロアー参加者との意見交換が行われ、
忌憚のないやり取りが交わされ、大変活発な公開研究会とな
りました。

第2部　基調講演
宮本太郎 中央大学教授

第 3部　意見交換の様子
犬塚協太 静岡県立大学教授（左）
宮本太郎 中央大学教授（右）

（一財）静岡ろうきん子ども未来財団のロゴマーク
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静岡県教職員組合
ＪＡＭ静岡（全矢崎労働組合）

電機連合静岡地方協議会（ヤマハ労働組合）
日産労連静岡地方協議会
東海自動車労働組合
明電舎労働組合沼津支部
東レ労働組合三島支部
日本製紙労働組合富士支部
小糸製作所労働組合

三菱電機労働組合静岡支部
特種東海製紙労働組合島田支部

NEC プラットフォームズ労働組合掛川支部
ＮＴＮ労働組合磐田支部

スズキ労働組合
プライムアースＥＶエナジー労働組合

会員外理事
法定員外監事

自動車総連静岡地方協議会（ヤマハ発動機労働組合）
日本プラスト労働組合
村上開明堂労働組合
全矢崎労働組合浜松支部
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常　勤
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　　　　　非常勤　　　　　

備　考

新　任

新　任
新　任

新　任

新　任
新　任

　〈静岡ろうきん〉は 2023 年６月 26 日（月）静岡市葵区紺屋町
のグランディエールブケトーカイにて第 71 回通常総会を開催し
ました。
　通常総会には、県下各地より 136 名の代議員が出席し、議長団
には日本製紙労働組合の山本茂善理事と、日立ジョンソンコント
ロールズ空調労働組合の小泉浩二代議員が選出され、議事が進め
られました。
　総会の冒頭、増田理事長より日頃の労金運動への謝意を述べた
後「〈静岡ろうきん〉が皆様のお力添えにより今年３月で 70 周年
を迎えることができたことは、働く人の夢と共感を創造する福祉
金融機関として、創設から今日まで働く人とのつながりを大切に
してきた結果である。2022 年度は、皆さんの尽力により５期連
続の増収・増益を達成した。今年度は融資残高にて初の 1 兆円を
展望しているため、融資の伸長に見合った預金の確保にも努めて
いく。また、社会的課題である「子どもの貧困」の解決に向け「静
岡ろうきん子ども未来財団」を設立し、就学支援等を目的とした
基金の取り組みを今年4月からスタートした。労金運動の原点「助

け合いの輪」を広めていく意味でも、財団を育てていくとともに、
創立の理念・信念を今一度見つめ直し、労働者自主福祉運動とし
て、ろうきん・会員双方が役割を再認識してつながりを強め、ア
クションプランを遂行していきたい」旨の挨拶がされました。
　池田専務理事より、第２号議案「2023 年度（第 71 期）事業計
画に関する件」について、第４期中期計画『Connect R70』の最
終年度として 2021 年度～ 2022 年度の成果をより発展的かつ具体
的な実践活動につなげること、「３ヵ年の目標数値」と「70 周年
記念事業」の完遂により、2024 年度以降の次期中期計画につな
げる１年と位置づけるなど、各事業活動の方向性および具体的な
目標数値等の提案がされ、出席代議員からは提案を後押ししてい
ただくご意見や、さらに会員の利用促進に向けたご発言等をいた
だき、満場一致で承認されました。
　また、今年度は理事・監事の任期満了に伴う改選についても提
案され、すべての議案が承認されました。なお、総会終了後に理
事会が開催され、代表理事に増田理事長および池田専務理事が選
定され、新体制を代表し増田理事長が挨拶されました。

増田理事長

「つながり」でろうきん運動を推進！！
～第４期中期計画『Connect Ｒ70』の基本方針を継続～
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静岡県生協連2022年度活動報告
静岡県生活協同組合連合会では、行政や協同組合、消費者団体と連携・共同した取り組みを行っています。2022 年度の活動をご紹介します。

被災地支援活動
　台風 15 号による 9 月 23 日夜からの豪雨災害発生に
際し、県災害ボランティア本部からの要請を受け、社
会福祉施設への飲料水の運搬や施設復旧支援活動への
協力をユーコープと協議しながら進めました。
　またユーコープ商品部の協力をいただき、提供要請
のあった紙おむつ 500 枚などを高齢者福祉施設に寄贈
しました。

災害時のネットワークづくり
　自然災害発生時の連携・協同関係づくりをめざし、
「南海トラフ巨大 地震等に備えた災害ボランティア
ネットワーク委員会」「災害時のちえ袋ワークショッ
プ」「災害支援活動を行う県域団体との情報交換会」（写
真）に参加し、災害支援団体との交流・連携をすすめ
ています。

くらしに役立つセミナー2022の開催
　「くらしに役立つセミナー 2022 くらしの中から考え
るジェンダー平等」をハイブリッド形式で開催し、40
名（会場 23 名、オンライン 17 名）が参加しました。
静岡県立大学 犬塚協太教授を講師に、ジェンダー平
等、現在のジェンダー問題、将来のジェンダー平等社
会に向けた課題と求められる行動について、幅広い内
容でお話を伺いました。

「フードバンクふじのくに」の活動
　ユーコープ静岡県内全 17 店舗、こくみん共済 coop 共済
ショップ 4 店舗、浜北医療生協きたはま診療所で夏季・冬
季一斉フードドライブを実施しました。
寄付された食料品の仕分け作業に会員生協役職員が参加し
ました。
　このほか、賛助会員への登録（あいち生協・静岡県教職
員生協）、独自のフードドライブ活動（パルシステム静岡）、
寄付金（こくみん共済 coop、ユーコープ）もありました。

「消費者問題ネットワークしずおか」の活動
　「令和 4 年度消費生活相談員資格取得支援講座」を
実施しました。33 名が受講し、消費生活相談員資格試
験には 5 名が合格しました。また、2023 年 1 月から 2
月にかけて令和 5 年度に向けた基礎講座を実施し 50
名が受講しました。

◆第１８回ライフサポートセンター友の会総代会
　２０２３年５月１２日(金)勤労者総合会館にて、第１８回総代会を開催しました。
　「集合形式」で開催されるのは２年ぶりとなります。総代会は、吉岡会長から
の「私たちの運動は、利他の精神が原点である。」との挨拶に引き続き、議案審
議を行い、全議案とも満場一致で承認されました。
【第１８回総代会における主な提案内容】
◇ライサポ友の会は、お勤め先を定年退職された後、引き続き福祉事業団体を
　ご利用いただく方や、現在のお勤め先がろうきんに会員として加入されてい
　ない勤労者の方々には、「ライサポ友の会」に加入いただき、福祉事業団体と
　のお取引をいただいています。　
　２０２３年３月末現在、友の会の会員数は９３，９８６名（２０２２年度の新規加入者６，４２０名）となっています。
◇ライサポ友の会の会員が増加することは、福祉事業団体の活動の基盤拡大とともに活動の安定化に繋がります。そして、こうした
　運動の成果を地域や地区の労福協が行う自主福祉活動の充実・拡大のために再活用することで、地域の自主福祉活動の輪を更に拡
　大していく事が、ライサポ友の会の真の存在意義と考えています。
◇具体的には、各地域・地区労福協が勤労市民に向けてその影響力を発揮していくことを念頭に、２０２３年度においても「地域・
　地区活動助成金制度」（　①地区労福協活動助成金制度　②地域労福協活動助成金制度　③地区・協力共同活動助成金制度）を継続実
　施していきます。
◇また、会員へのサービスとして、「ライサポ友の会会員証」による各種優待割引制度の活用や「生活応援大抽選会」の実施、各種イ
　ベントの企画を検討していきます。
◇更に、福祉事業団体の様々な活動を的確、タイムリーにお伝えするため、これまでの年２回の会報の発行に加え、メールマガジン
　の配信を開始していきます。多くの会員のメールアドレスの登録をお願いします。

◆第４３回静岡県退職福祉協議会総会
　２０２３年６月１２日（月）勤労者総合会館６階ホールにて、第４３回総会を開
催しました。「集合形式」での開催は４年ぶりとなります。県下各地から参加いた
だきました８０名を超える役員・幹事・代議員の皆さんには、久しぶりに顔を合
わせる安心感ともに今後の更なる活動強化について意思統一が図られました。
【第４３回総会における主な提案内容】
◇新型コロナウイルスの感染法上の分類も５類に引き下げられ、コロナ禍から
　の社会活動の正常化に向けた動きが加速化することが予想されます。我々、　
　退福協も新しい環境下での活動をスタートすべき状況となりました。
◇改めて、退福協の存在と活動を地域に広め、多くの参加者の集う退福協とす
るために、まずは、地区での活動を魅力的なものにしていくこと、その魅力を
積極的に発信し、仲間に知らせていくことが重要と考えます。
◇そして、会員相互の親睦と交流の活動に取り組む中から、最も重要な課題である「更なる会員拡大と若返り」を達成すべく今年度
　の活動を推し進めていきます。 
◇私たちは、ろうきん各支店の役職員の方々から様々な支援、またこくみん共済 coop 静岡推進本部の協力のもと独自の「退福協慶弔
共済制度」を運営しています。そうした点で、退福協としては、その支援に応えていくたためにも、退福協活動はもとより地区労福
協の一員として共に活動していくことが、自主福祉運動の広がりとなります。

◆第４１回ろうきんグリーン友の会県連絡会報告連絡会 (総会 )
　２０２３年５月２５日（木）勤労者総合会館３階ロッキーセンター大会議室にて、第４１回報告連絡会 ( 総会 ) を開催しました。集合
形式の開催は４年ぶりとなります。参加された地区役員の皆さんは、休憩時間等を活用し、ウイズコロナ・アフターコロナを見据えた、
「仲間づくり」「楽しみづくり」「生き甲斐づくり」の活動を進めるための経験交流が積極的に行われていました。次々に変異する新型
コロナウイルスに翻弄されてきましたが、健康で明るい生活を目指す「ろうきんグリーン友の会」を継続し発展させるために一層の
工夫と実践が求められています。
【第４１回報告連絡会 (総会 ) における主な提案内容】
◇ろうきんグリーン友の会の活動を会員全体で進めていくために、①仲間を増やし多くの会員の参加によ
　る活発な活動を展開する。②会員自らが積極的に活動に参加する。③福祉事業団体の利用を広め、労働
　者自主福祉運動の発展を目指す。以上の３項目を活動の重点課題として活動を進めていきます。
◇また、仲間を増やすためには、①独自活動を魅力あるものにしていく。②どんな活動をしているのか、　
　会員が分かるようにしておく。③活動の魅力を会員自らが外部に発信していく。必要があります。ろう
　きんグリーン友の会は、ろうきんと取引のある女性であればどなたでも加入いただける組織となって
　いることから、多くの仲間を増やす活動を継続していきます。
◇ろうきんグリーン友の会への新規会員を増やすとともに、ろうきん・こくみん共済 coop 等との安定
　的な取引者の増加を図る事で「福祉事業団体」の支援強化を推し進めて行きます。

ライフサポートセンター友の会活動報告
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（公財）静岡県労働　者福祉基　金協会からのお知らせ（公財）静岡県労働　者福祉基　金協会からのお知らせ

会議室の利用方法や料金等のお問い合わせ、
お申し込み等は下記で承ります。

●「ＡＬＷＦ（アルーフ）ロッキーセンター」のご利用をお待ちしております！！

〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館３階

FAX 054-272-7326

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会　
ＡＬＷＦロッキーセンター

TEL054-273-3000

水
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ビル

■ ■

■
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国道1号線 ■

静岡駅
市営駐車場
■

商工会議所
■

松坂屋

ＡＬＷＦロッキーセンター

■問合せ先

暮らしなんでも相談・ロッキーカレッジの情報はこちら。 ライフサポートセンターしずおか

★ 暮らし何でも相談
　消費生活、家庭、労働、子育て、介護、年金、住まい、多重債務、融資だけでなく、生きがい、
　生活設計、ボランティアなど、充実して暮らすための相談なども結構です。
★ 豊富な相談協力ネットワークにより、適切な専門機関をご紹介します。
　（弁護士、司法書士、行政機関、社会福祉協議会、金融機関、ＮＰＯ団体等）
★ 相談は無料

東　部：055-922-3715
中　部：054-273-3715
しだはいばら：054-646-6055    岳　南：0545-51-3715

　　　  西　部：053-461-3715
　　　  中東遠：0538-33-3715

相談ダイヤル
相談時間

平日9：00～17：00

日常生活で起こるトラブルや悩みごと等のご相談に応じます。 お気軽にご利用下さい。

暮らし
何でも相談

沼津　　  連続講座 「今」を生きるヒント

【 会 場】 沼津労政会館【時間】 13：30～15：20【募集】 各回100名（申込先着順）　
【 申 込 】ライフサポートセンターしずおか東部事務所 　TEL 055-929-9820　 FAX 055-929-9825

【 会 場】 浜松労政会館【時間】 13：30～15：20【募 集】 各回100名（申込先着順）　
【 申 込 】ライフサポートセンターしずおか西部事務所 　TEL 053-466-6307　 FAX 053-466-6273

【 会 場】 あざれあ【時 間】 13：30～15：20【募 集】 各回250名（申込先着順）　
【 申 込 】ライフサポートセンターしずおか中部事務所 　TEL 054-270-3963　 FAX 054-272-0014

 －　掲載講座は参加費無料　－

お申し込み

≪ご案内≫　お申込は、電話・FAX・ホームページ・二次元コードより、講座名・名前（ふりがな）・電話・住まい（○○市・町）・
年齢（○○歳代）をお知らせ下さい。（無料法律相談会は電話のみ）電話によるお申込み・お問い合わせは平日9時～17時で受け付けます。 

9/9（土）　いきいきと、日々を過ごすための3つの秘訣とは？
住田 裕子 さん （弁護士）
東京大学卒業後、東京地検検事に。女性初の法務省民事局付検事・法務大臣秘書官、司法研修所教官を経て弁護士登録。
内閣府・総務省・防衛省審議会委員、NPO法人長寿安心会代表理事。

富士宮市生まれ。1991年、静岡第一テレビにアナウン サーとして入社し「ズームイン！！朝！」やニュースなど主に
生放送番組を担当。編成部、東京支社などを経て管理職としてアナウンス室長。50歳を機に独立し「ことば磨き」
に取り組む。

10/28 （土）　ことばを磨いて、人生を豊かにする
橋本 恵子 さん （話し方・朗読指導者 / 元アナウンサー） 

静岡　　  連続講座 「今」を生きるヒント

お申し込み

9/23（土祝）　まずは、自分のコップを満たしましょう
玉置 妙憂 さん （看護師 /僧侶 /スピリチュアルケア師）

浜松医科大学医学部卒業。同精神科助手、病院勤務を経て、2000年にやきつべの径診療所（焼津市）を開設。
著書『病院で聞けない話、診察室では見えない姿 精神科医療の「7つの不思議」』『人は人を浴びて人になる』（ラ
イフサイエンス出版）他。

夫の死をきっかけに出家し僧侶となる。現在は「大慈学苑」を設立し、スピリチュアルケア活動を行う。ラジオニッポン放送「テレフォ
ン人生相談」パーソナリティ。著書『死にゆく人の心に寄りそう 医療と宗教の間のケア』他多数。

11/11 （土）　人は、人を浴びて人になる ～心の病にかかった精神科医の人生をつないでくれた出会い～
夏苅 郁子 さん （児童精神科医 /医学博士） 

浜松　　  連続講座 「今」を生きるヒント

お申し込み

10/21（土）　人生に無駄な時間はない　～悲しみにこそ深い意味が～
柳田 邦男 さん （ノンフィクション作家）
NHK記者を経て作家に。現代の「いのちの危機」をテーマに『マッハの恐怖』『ガン回廊の朝』『死の医学への序章』など著種多数。
近年は、ネット社会における子どもの心の危機を重視し、心豊かな発達をもたらす絵本活動に精力を注ぐ。

静岡県生まれ。先天性緑内障により12歳で失明。慶應義塾大学法学部を経て、慶應義塾大学大学院法務研究科（法
科大学院）へ進み、2006年司法試験に合格。同タイトルの著書（日経 BP社）は、2014年、松坂桃季さん主演で
ドラマ化された。

11/23 （木祝）　全盲の僕が弁護士になった理由（わけ）　～あきらめない心の鍛え方～
大胡田 誠 さん （弁護士 /おおごだ法律事務所所長） 

お申し込み

静岡  ラグリマが聞こえる　～ギターよひびけ、ヒロシマの空に～

【日 時】 7/29（土）　13:00 ～15:00
【会 場】 あざれあ
【募 集】 200名　（申込先着順）
【出 演】 大島久美子さん（ソプラノ）/石原圭一郎さん（ギター）/谷崎友美さん（ピアノ）

児童文学『ラグリマが聞こえる』の題材となった1本の古いギター。
広島の原爆を乗り越えた「被爆ギター」を通して平和と音楽を届けます。

第一部　ラグリマが聞こえる誕生秘話（被爆ギターの紹介・執筆への想い・被爆証言）
第二部　平和の祈りコンサート

【申込】ライフサポートセンターしずおか中部事務所 　TEL 054-270-3963　 FAX 054-272-0014

お申し込み

掛川  夢と絆

【日 時】 9/30（土）　13:30 ～15:30
【会 場】 掛川市美感ホール（近隣駐車場または公共交通機関をご利用下さい）
【募 集】 200名　（申込先着順）
【出 演】 蓮池  薫さん（新潟産業大学特任教授）

拉致問題の現状と北朝鮮での24年間の生活について語ります。

【申込】ライフサポートセンターしずおか西部事務所 　TEL 053-466-6307　 FAX 053-466-6273

【プロフィール】新潟県柏崎市生まれ。中央大学法学部3年在学中に拉致され、24年間、北朝鮮での生
活を余儀なくされる。帰国後、市役所勤務を経て、新潟産業大学嘱託職員・非常勤講師として働くかたわら、
中央大学に復学し卒業。著書『半島へ、ふたたび』『拉致と決断』（いずれも新潮社）他。

お申し込み

静岡  大切な人の「想い」とともに　～112日間のママ～

松崎・静岡  無料法律相談会（弁護士がご相談に応じます。お電話でお申込み下さい。）

【日 時】 10/7（土）　13 :00 ～15:00
【会 場】 あざれあ
【募 集】 200名　（申込先着順）
【出 演】 清水 健さん（フリーアナウンサー）

【日時】9/1（金）　12 :30・13 :45・15 :00
【会場】松崎町生涯学習センター
【募集】各時間1組（事前予約制）
【申 込】ライフサポートセンターしずおか東部事務所 　
TEL 055-929-9820（受付は 7/20より）

【日時】12/9（土）　13:00・14 :30・16 :00
【会場】ALWFロッキーセンター（県勤労者総合会館3階）
【募集】各時間2組（事前予約制）
【申 込】ライフサポートセンターしずおか中部事務所 　
TEL 054-270-3963

自身の経験をもとに感じた人の温かさや、子育ての中で感じる想いを独自の視点で語ります。

【申込】ライフサポートセンターしずおか中部事務所 　TEL 054-270-3963　 FAX 054-272-0014

【プロフィール】元読売テレビアナウンサーでバラエティや報道番組を担当。2015年に乳がんのため29歳で亡
くなった妻・奈緒さんへの想いから、2016年清水健基金を設立。支援活動や講演会、テレビ・ラジオ出演、新聞・
雑誌への寄稿と多方面に活動中。著書『112日間のママ』『笑顔のママと僕と息子の973日間』（いずれも小学館）。
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つづけるSDGs はじめるSDGs

あなたが取り組んでいる
身近なSDGsの活動をご紹介ください。

E-mailは労福協ホームページの
「応募する」をご利用ください。

応募する
をクリック

【読者の方からのご紹介】
◆静岡市 まりもん（ニックネーム）
＜アクション＞西陽で暑い部屋窓に寒冷沙（かん
れいしゃ）をカーテンといっしょにつるす。竹ラ
グやござをリビングに敷いて涼感アップ。

【読者の方からのご紹介】
◆富士宮市 浦島太郎さん（ニックネーム）
＜アクション＞省エネ家電にする。ペットボトル
よりペットボトルキャッップの回収率が悪いと聞
いたので外してまとめて子供のワクチン支援先へ
出している。
【読者の方からのご紹介】
◆静岡市 ドン・ガバチョさん（ニックネーム）
＜アクション＞コンビニ・スーパーでの食料品は
賞味期限の早い順に購入するように棚の手前から
買うようにしている。

【読者の方からのご紹介】
◆焼津市 メタルさん（ニックネーム）
＜アクション＞水筒を持っていく。職場の道路の
ペットボトルなどのゴミ拾い。クール素材のシャ
ツを選ぶ。室内でもネッククーラーを欠かさない
ようにし　エアコンの設定温度に気を配る。

アクション、レベル番号はメッセージに
お願いします。

（株）静岡ユニオントラベル第34回定時株主総会開催

「持続可能な社会のために 
ナマケモノにもできるアクションガイド」
（国連広報センター）にある行動例にあわせて、
読者の方から投稿いただいた取組みを紹介します。

寄稿いただいた方の中から掲載させていただいた
方に粗品をプレゼントさせていただきます。

　応募要領
あてはまると思われる「レベル番号 (１～ 4)」と
＜アクション＞（40 文字程度）をハガキ・FAX・
e-mail のいずれかでご応募ください。掲載にあ
たっては、市町村名とイニシャル ( あるいはニッ
クネーム )で紹介させていただきます。
■締切日　2023年 8月 25日（金）［消印有効］
■記載項目　①お名前②電話番号③郵便番号と住
所④「レベル番号 (１～ 4)」⑤＜アクション＞⑥
ニックネーム
応募先　〒420-0851　静岡市葵区黒金町 5-1　
「県労福協だより編集係」FAX0

　　　　　２０２３年度役員体制
《役職》　　《氏名》　　《選出団体》
代表取締役　 菅　　勝幸　　UAゼンセン
取締役　 櫻町　宏毅　　連合静岡
取締役　 安本　寿夫　  県労福協
取締役　 望月　恒利　 　日立ジョンソンコントロールズ
　　　　　　　　　　　 空調労働組合
取締役　 入口　　剛　　旭化成労組富士支部
取締役　 原田　浩章　　赤阪鐵工所労働組合
監査役　 鳥居　三恭　　こくみん共済coop
監査役　 内山　千穂　　連合静岡

　（株）静岡ユニオントラベル第 34 回定時株
主総会が 6 月 6 日 ( 火 ) 静岡市駿河区南町の
「労働会館」３階会議室で開催されました。
　当社の株主は ( 一社 ) 静岡県労働者福祉協
議会のみであり、同会池冨理事長の出席を頂
き、全議案４件が承認されました。5 月 8 日
からは感染症分類も 2 類から 5 類に引下げさ
れました。
　行動制限が無くなり、多くの企業では賃上
げも実施され、脱コロナと共に、旅行需要の
回復に向けた態勢が整い、今までできなかっ
た積極的な営業活動を行なっていきます。
　引き続き当社をご支援・ご利用いただきま
すようお願いいたします。

（入場+フリーアトラクション）
大人（18才～64才）￥3、600～￥5、300

小人（3才～17才・高校生）シニア（65才～）
￥2、500～￥4、200

デイパスポート

大　人　￥1,５００引き
小人・シニア　￥1,0００引き

限定特別価格
ご来場当日の当日券価格より

対象期間
2023 年 まで有効

（土）（土）

©
,
23 SANRIO CO.,LTD. 著作（株）サンリオ

《eパスポートのメリット》
日付指定券の販売です。

①来場予約がセットになったパスポートチケット！

※チケット窓口でのキャンセル・変更はできません。
※コンビニ決済の場合は、お支払後のキャンセルはできかねます。

日付指定券での販売なので、eパスポート購入時に
来場予約もセットで完了いたします。
購入以外の手続きの必要がありません。
ご来場前日の23：59までは、マイページよりキャンセルも可能です。

②スマートフォンひとつで、直接入場！
ご来場当日は入場口で「パスポートチケット」をご提示で、
スマートフォンひとつでスムーズにご入場いただけます。
引換等の必要はありません。

このQRコードの
専用ページからのみ購入可能です！

購入はこちらの専用ページへ！↓

スマートフォン上で発券から入場まで可能な、
お得で便利なeパスポートです。

静岡ユニオントラベル
特別前売eチケット販売のお知らせ

※休館日  9/6、7、13、14、21、27、28

　いつもフードバンク活動にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。

　皆様にご協力をいただき、設立から９年度目となる２０２２年度の事業も事故なく無事に終了することが

できました。御礼を申し上げます。

　事業の実績の詳細は、年次報告書にてご報告させていただきますが、２０２２年度は寄贈食品重量９０ト

ン、食品提供件数４，９９７件、提供重量は８４トンとなりました。提供先については、行政や社会福祉協

議会を通じての支援に加え、ウクライナから避難してきた方、アルバイトがなくなり困窮する大学生等、支

援対象者を拡げることとなりました。コロナ禍や物価高による困窮者が根強く、多くの依頼をいただく結果

となりました。

　また、「フードバンクの一般化」を目指し、少しでも利用しやすい状況を作ることを目的として、ネットワー

ク構築事業を進めました。

　新年度についても、昨年度からの方針を基本的に継続し、さらにフードバンクを地域へ定着させる活動を

目指していきます。現在、夏季フードドライブへ向けた準備を行っていますが、９月に予定されている仕分

け作業について、コロナが５類となったことを受け、一般の皆様からボランティアを募集したいと思ってお

ります。詳細はまた別途、ホームページなどでお知らせしたいと思います。

　つきましては、まずは８月のフードドライブでの食品寄贈のご協力、９月に仕分け作業の

ボランティアのご協力について、お願いできればと思います。

フードバンクふじのくに活動報告

フードバンクふじのくに
ホームページ 二次元コード
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北駿地区労福協／事務局長
アルテミラ製缶労組富士小山支部
　　　　　　　　　／執行委員長

杉本　和亮
　スギモト 　　　　カズアキ　　　

地区労福協事務局長のリレートーク　No.49

人物登場運 動 継 承
事業団体職員・労福協役員へ

贈る言葉
水谷 正治 氏
　ミズタニ 　 　　　マサハル　 　　

静岡県労働金庫で理事、総務委員長、研修講師団長
の要職を経て、全国労働金庫会員研修中央講師団講師
としても活躍される。連合静岡では浜松地協事務局長、
議長を歴任。労福協関係では浜松地域労福協事務局長
の職に就く。その後、全労済静岡県本部（現こくみん共
済 coop 静岡推進本部）理事長として、7 年間理事長を
務め、この間、静岡県労福協副会長にも就き、2010
年に退任。

　こんにちは。

　北駿地区労福協で事務局長を仰せつかっており

ます。アルテミラ製缶労働組合富士小山支部の杉

本和亮と申します。

　北駿ってどこ？という方も多くいらっしゃると

思いますので少し説明しますと、通常は裾野市・

御殿場市・小山町の 2 市 1 町をまとめて北駿とい

うのですが、労福協の場合は「裾野地区労福協」

がありますので、労福協での「北駿地区」とは御

殿場市と小山町になります。( あまり馴染みはあり

ませんが、沼津市・清水町・長泉町地域が「南駿」

です )

　次に、せっかくの機会なので当社の知名度アッ

プをさせていただきたいと思います。アルテミラ

製缶…あまり ( というか、全く ) 聞いたことのな

い社名かと思いますが、元々は「三菱マテリアル」

という素材メーカーのアルミ缶部門でしたが、ア

ルミ缶部門だけ分離して「ユニバーサル製缶」と

いう会社となり、さらに外資となった関係で昨年

7 月に「アルテミラ製缶」という名前に変わった

ばかりです。

　飲料用 ( 清涼飲料、アルコール飲料 ) アルミ缶

及びアルミボトル缶を製造している会社で、日本

で生産されているアルミ缶の 3 本に 1 本は当社グ

ループのアルミ缶です。コンビニ、スーパーの店

頭や自販機に並ぶときには飲料メーカーの製品と

して消費者の手に渡りますので、飲料メーカーで

アルミ缶も作っていると思っている方が多いと思

いますが、実は自前でアルミ缶を生産している飲

料メーカーは私の知る限り日本にはありません。

アルミ缶メーカーが飲料メーカーのデザインに

従って空缶に印刷して飲料メーカーへ納入し、飲

料メーカーで中身の飲料を入れ蓋を付けて飲料

メーカーの製品となっています。同じ銘柄の飲料

でも複数のアルミ缶メーカーの缶を使っていたり

しますが、エナジードリンクのモンスター(全種類)

とサントリーの角ハイボール ( 通常、濃いめどち

らも ) は 100%当社缶ですので、これをお読みに

①趣味：ゴルフ(の練習)　
②モットー：何でも効率的に
③最近感動したこと：ＧＲヤリスの速さ　　
④最近失敗したこと：
　3日連続でゴルフの予定を入れてしまったこと

なった皆さん、たくさんお飲みいただけますと幸

いです。

　さて、前置きだけで依頼された字数に達してし

まいそうですが、北駿地区の活動について触れさ

せていただきますと、地域性ということでは毎年

「富士山一斉清掃」が御殿場登山口、小山町須走登

山口でそれぞれ登山シーズン終わりの 8 月後半に

開催されており、そちらに参加しています。最近

では登山者のマナーも良くなり、ごみの量もずい

ぶんと減ったようです。

　また、コロナ禍ではありましたが、2021 年に

東京オリンピック自転車競技のロードレースの

コースとして小山町、御殿場市を通るルートが設

定されました(ゴールは小山町の富士スピードウェ

イ ) ので、コースサポーターのボランティアとし

て参加し、パイロンの設置や交通整理といった活

動もしました。私が生きている間には二度と日本

開催のオリンピックの手伝いなど出来ないと思い

ますので、良い時機に労働組合役員になれたもの

だと思います。

　ほぼコロナも明けましたので、今まで制限され

ていた活動もコロナ以前に戻し、地域の仲間と共

に全力で勤労者福祉活動を進めていきますので、

引き続きみなさまよろしくお願いします。

＜編集担当より＞現在においても労働者福祉活動において現役職員からの信望も厚く、念願の寄稿が叶う。

　

　労金の総務委員長や講師団長等の役割として新入
職員へのアドバイスや要望を話して欲しいとの要請を
度々頂いてきました。その際に話して来た内容の抜粋
をお伝えします。
「労金の会員・理事として労金職員に求めたい事」
　「先ずは福祉金融機関とは」を考えてみよう。福祉
＝究極的には人の幸福という事であり、金融＝お金の
やり取り、機関＝お金のやり取りや関りを通して人の幸
福の追求を図る構造体。この事を認識したうえで、そ
して思い込みへ、更に信念へ、と高めて欲しいと思
います。
　お金のやり取りをしている金融機関は県下で２１もあ
り、日本の産業構造と一緒で同業が多くあります。どう
やって差別化し優位性を打ち出していくか…。
　例えば、ブランドイメージの面で言えば、「固く保持
し強化すべき面」と「更に追い求めたいもの」との両
方が必要になってくると思われます。
　固く保持し強化すべき面は、先輩たちの築いてきた
ブランド遺産でもあるエクセレント系イメージとも言え、
「安心・安全・伝統」といったものと思われます。
　更に追い求めたいものは、成長力、発信力のある、
時代を創っていく先進的な活気がある、等々の
「エキサイティング」イメージです。
　そしてこの両方のイメージは誰に持って貰うのが
ベストか‼
　会員にであり、勤労者にであり、そして世の中の多
くの人達に、であります。

　何かと忘却の渦中にいる、78 才です。寄稿は甚だ
役不足で失礼になりますが事務局の再三の要請に屈
して引き受ける事になりました。現役時代に色々な場
で話させて頂いた時の資料の中から抜粋をして役割
の遂行に努めたいと思います。任を果たせれば、幸
いです。

「常に二つの事を意識しながら遂行していきましょう！」
汎用性と専門性・面的展開と点的展開・そして卸し
的業務と小売り的業務。
場面場面で双方の使い分けは必須です。
　二つのキクと二つのナゼへの意識を。
　話を聴く（受動的）と相手に訊く（能動的）。
何れも自分の受け入れ力のキャパ拡大には大切です。
　進行形の何故（今を走りながら解決への模索）と
結果系の何故（今迄の事を立ち止まって考え解決へ）
日常の中で常に二つの側面を意識しつつ取組みを‼

　「人間として成長していく、特に感性を伸ばす事に
ついての重要性」等に触れて欲しいとの要請もありま
した。
「日々なにかを感じ取る、感じられる人間になりた
いとの思いを持ち続ける事が大切。」
　其のためには、見る聴く読むをはじめ自分の五感を
フルに活用していく意識が求められます。これらによっ
て感性が磨かれる土台が出来てくると思います。そし
て、この感性の良し悪しに左右されて決まってくるの
が、その人のアウトプットの質と量になると思います。
　そして、アウトプットの源泉は総合的な『自分の人
間力』とも言えます。『人間力＝単一知識の積み重ね
とそれらの組み立て力、具体化力、感受力→感性、
説得力→しゃべる・書く・思い込み力と信念の強さ、
他を受け入れるキャパの大小、等々』
　アウトプットは人間力に起因する、これを磨くには自
分の持っている五感へインプットをし続けるが大切で
す。こうしたい、こうなりたいと云う自分の理想を打ち
立てて、その理想と云う主君に対して、ロイヤリティを
尽くそう！
　中井竹山【今日一文字を覚え、明日一文字を覚え
る久しかれば博学なり】着実に積み重ねの日々 を！　
　俵万智【寒いね、と言って　寒いね、と返って来
る人の温かさ】心優しき人間に！
頑張っていきましょう‼

労働金庫新人研修講演要旨（2002年 4月）
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　湖西地区労福協では、毎年各会員労組より生活支援品や文
房具などを集め、湖西おいでん祭や社会福祉協議会のイベン
ト「ふれあい広場」でバザーをしたり、湖西国際交流協会の
外国籍の子どもたちにプレゼントをしたりしています。
　下の写真は、2023 年 1 月に労福協の「喜んで委員会」の
幹事が、湖西国際交流協会の外国籍の子どもたちが日本語を
学ぶ「ちきゅうっこひろば」を参観して、文房具などをプレ
ゼントした時のものです。

　そして、2023 年 4 月には「ちきゅうっこひろば」の３名
の子どもたちが、労福協の幹事会に来てくれて、お礼の言葉
を発表してくれました。下の写真はその時のものです。
　「大切に使っています。」「いただいたノートで一生懸命勉
強しています。」と発表してくれました。
　幹事一同、「多くの大人を前にして、堂々と、紙も見ないで、
上手に、思いを込めて、一生懸命発表してくれた。ますます
応援したくなる。」と、大変感銘を受けました。
　福祉を循環させることの素晴らしさを、改めて感じること
ができました。

　湖西国際交流協会の「ちきゅうっこひろば」は、毎週水・
金曜日の夕方に開講しています。ブラジルやペルーなどを出
身とする約 30 人の子どもたちが、楽しく一生懸命に日本語
を勉強しています。

「ちきゅうっこひろば」「ちきゅうっこひろば」
湖西地区労福協湖西地区労福協

　4月 16 日（日）、小笠山総合運動公園エコパの駐車場にて「中
遠地域労福協フェスタ 2023」を開催しました。前日は春の嵐
が襲来して当日の開催は危ぶまれましたが、一転して晴天の
空のもとで盛大に開催しました。コロナ禍では規模を縮小し
た「丼まつり」を開催していましたが、今回のフェスタは制
限せずに、飲食店、模擬店、アトラクションなどを備え、参
加する方が喜んでいただけるイベン
トとなるように企画しました。

　その努力も実り、当日は予想を大幅に上回る約 3,000 人の
来場があり大変盛り上がりました。なかでも目玉企画の 6 つ
のチームによるダンスショーでは、そのパフォーマンスに会
場者から大きな歓声や拍手があがり、会場全体を華やかさが
包みました。コロナ禍で漂った閉塞感を吹き飛ばす熱気と笑
顔が溢れる心地よい時間を過ごせました。

「フェスタ2023」を開催「フェスタ2023」を開催
中遠地域労福協中遠地域労福協 「幸せを支え合う社会」の実現のために福祉基金協会ではＮＰＯ団体との新たな活動を

模索しています。労福協会員の皆様にＮＰＯ組織をより身近に感じていただくために、
中間支援団体の紹介に基づいてＮＰＯ団体の活動を労福協だよりに掲載しています。

　清水区観光ボランティアガイドの会（SVG）は、日本及び世界中から訪
れる観光客に対し、静岡市清水区の美しい景観と伝統ある歴史、そして日
本三大美港の1つである清水港を中心とした清水の産業と文化を紹介す
る市民ボランティアの会です。
　最近では、豪華客船で訪れる外国人観光客に対して、英語で港周辺地区
の歴史的施設や神社仏閣などの日本の伝統文化を紹介するガイドを通じ
て楽しくおもてなしをしています。
　その活動拠点としているのが清水市民活動センターです。

清水区観光ボランティアガイドの会
　　　　　　　　会長　望月誠一郎

清水区観光ボランティアガイドの会（SVG）

地域・地区労福協の活動予定
月   　日  曜日  　開催時間   　  催事（イベント） 　　 　　　会場（場所）　  　　　　参加資格・参加費など　　　  　　 主　催 　　　　　　　　　　　　　　備　     考

お問合せ先　小笠南地区労福協
☎0537-28-9566（火・水・木9：30～14：00）
参加者の代表が静岡地区労福協会員であること
お問合せ先　静岡地区労福協　☎054-269-4628
会員相互の親睦・交流行事。募集人数は180 名です。
お問合せ先　袋井地区労福協　☎0538-45-1221

お問合せ先　小笠南地区労福協
☎0537-28-9566（火・水・木9：30～14：00）
お問合せ　浜北・天竜・北遠地区労福協
☎053-545-9225

演目「あやうし！ ズッコケ探検隊」
お問合せ先　田方地区労福協　☎0558-99-9800
会員および中学生以上の会員のご家族であること
お問合せ先　静岡地区労福協　☎054-269-4628
お問い合わせ
三島地区労福協☎055-955-7670(月・水・金10～14時)

お問合せ先　富士宮地区労福協　☎0544-24-60299：00～21：10

13：30開場

終日

30

30

日

日

10:00

10:00

5

5

20

土

土

日

10:00

14:00

11:00

3

9

10

17

23

日

土

日

日

土

9：30～

資産運用相談会

資産運用セミナー

グランドホテル掛川

大東市民交流センター

期間限定入園チケット斡旋
掛川花鳥園
あゆのつかみどりと
バーベキュー

子供食堂支援
もぐもぐカレー食堂加多世

ファミリー観劇会
劇団たんぽぽ

バードピア浜北
（浜北森林公園）

日本平ホテル
テーブルマナー講座

無料法律相談会

親子ふれあい大会

野球観戦ツアー

山梨満喫バスツアー

掛川花鳥園

神明の里(森町)

ＪＡＭ静岡会館

御前崎市加多世

東京ドーム

韮山時代劇場大ホール

日本平ホテル

山梨各所

参加資格：なし
参加費：なし

参加資格：なし
参加費：なし

会員およびその家族
有料

大人（中学生以上）700円
小学生300円

どなたでも（要予約）

会員のみー有料

近隣の子ども・家族

会員とその家族

会員構成員と家族

どなたでも・無料

大人（中学生以上）3,000円

東遠地域労福協

富士宮地区労福協

田方地区労福協

静岡地区労福協

静岡地区労福協

袋井地区労福協

東遠地域労福協

ろうきん掛川・小笠支店
東遠地域労福協

連合静岡東遠地協
東遠地域労福協

浜北・天竜・北遠
地区労福協

旅行企画：三島地区労福協

7
月　

8
月　

9
月　

8/1～
10/31
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■大変魅力的な講座が開催されていることをしり、是非参加したいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湖西市　野末様

■フードロスの取り組みに関心があります。将来自分が困るときが来るかもしれないので、ロス
　が出ない様に有効利用出来ることに常に関心を持ちたいです。　　　　　　 浜松市　佐野様

■定年退職して、16年。地域の役員、ディスカバリーパーク焼津のお手伝い。小学生での読み聞かせ
　などしてきました。少しでもおかえしできたらと思って、やってきました。これからも少しでも
　と思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 焼津市 増田様

■職場で手にして目にしました。講座内容が充実しており、今後時間の都合が合えば、参加させて
　いただこうと思いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 静岡市　天野様

■毎回労福協だよりを楽しみにしています。これからもクイズ楽しみにしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡市　宇佐美様

あなたも労福協だよりにご意見、ご質問を
お寄せください。掲載させていただいた方
には粗品をプレゼント！

https://shizuoka-rofukukyo.jp

E-mailは労福協ホームページの「応募する」をご利用ください。

クイズの答えはメッセージにお願いします。

応募総数51通の内、
正解者の中から
抽選した結果下記の方々が
当選されました。
おめでとうございます。

〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
「県労福協   　だより編集係」FAX ０５４－２７３－３１１０　応募先

（１）A : 静岡ろうきん子ども未来財団
（２）B : THE FIRST SLAM DUNK
（３）  A : 4ヶ所

クイズ  前回の答え

○富士宮市
○静 岡 市
○焼 津 市
○磐 田 市
○浜 松 市

当選者
山本様
平井様
和泉様
木船様
山下様■締 切 日　２０23年8月25日（金）まで　[消印有効 ]

■記載項目　①お名前　②電話番号　③郵便番号と住所　
　　　　　　④クイズの答え　⑤メッセージ

QUO
カードを
ゲットしよう！
ホームページからの
応募も可能です

答えをA・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・E-mail の何れかでご回答ください。
正解者の中から、抽選で５名様に２ ，  ０００円のギフトカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただいた方には粗品をプレゼントします。

応募する をクリック

❶池冨前理事長が社員総会挨拶でふれた言葉で（①）（②）に入る
言葉で正しいものは?
同質の協力は（①）にしかならないが、異質のものの協働は（②）になる
Ａ： ① 輪　② 石 ／ Ｂ： ① たし算　② かけ算 ／  C： ① 和　② 積
❷人物登場で紹介しました北駿地区労福協 杉本事務局長が
3日連続してしまったことは？
Ａ： ゴルフの予定を入れた ／ Ｂ： 同じお店で同じ食事をした ／ C： 朝寝坊をした
❸「ハートでつながるたすけあい」 協同組合大会の講演タイトルは？
Ａ： ついつい労福協運動 ／ Ｂ： ツッコミ労福協運動 ／ C： つながる労福協運動

　　　

沼津地区労福協事務所の紹介 

フードドライブを実施しています。(労金沼津支店内)
連合静岡東部事務所、連合静岡沼駿三田地域協議会、ライフサ
ポートセンター東部、と併設しております。皆が揃うと６名プラスα
で賑やかです。目の前にはコンビニがありとても便利です。

・住所：沼津市新宿町９－６　佐藤ビル１階
・電話：055-921-1400　FAX：055-926-2628
（電話、FAX共に連合静岡所有）
・所在地道案内：沼津駅北口（BIVI前より3つ目の交差点手前を左折）より徒歩5分
（駐車場の有無）連合静岡東部事務所借入駐車場２台
・事務所の開いている曜日：平日（来所の際は事前にご連絡ください）
　時間：9：00～17：00　（お昼12：00～13：00不在）

沼津地区労福協
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事業団体職員・労福協役員へ事業団体職員・労福協役員へ事業団体職員・労福協役員へ
シリーズシリーズシリーズ運動継承！運動継承！運動継承！

贈る言葉贈る言葉贈る言葉
事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

人物登場

地区労福協事務局長の
リレートーク  No.49
（北駿地区労福協）

地区労福協事務局長の
リレートーク  No.49
（北駿地区労福協）
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今号から
左ページ開きに！
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